






















































































































































































































9 11 月 19 日 映像作品を作る⑥　撮影
グループ
ワーク





11 12 月 3 日 映像作品を作る⑧　編集
グループ
ワーク



































































   
      
   
  
   
   
   
   
































す べ て を 完 結








生 き て い る 図
書館
借りられるのは






出 会 い の 場 と







































































































































































































































































































誰 で も 便 利 に








学 校 な の に、
何 で も あ る 図
書館
今日はなにしよ
うかな。学校で。
１）４
２）4.3
３）4.7
４）4.7
15
であるその参加者は、学生の作品を見てこう述べた。「学
生さんってすごいですね。iPad2 でここまでの作品が
できるとは驚きました。それにしても、この取組みは
Apple からお金貰ってもいいんじゃないでしょうか？」
学生の学習のために企業から大学に資金やツールを提
供してもらうというアイディアは一考に値するのでは
ないだろうか。
　来年度も引き続き今年度と同様に授業を進める予定
である。デジカメとムービーメーカーを使った方が可
能性が広がるという意見の学生も存在する。しかし
iPad2 は今のところ、創造的に考えるためのツールと
して大変使い易いことは確かである。一見 Apple リテ
ラシーの涵養を図る授業のように見えたとしても、授
業目的はそこには無いことは既に述べた。実際今年度
の学生は、昨年度の学生よりも格段に Apple リテラシー
が高いと感じる。このように、メディアの普及状況は
日進月歩なので、その操作スキルに特化して教えるこ
とにあまり意味は無くなっている。むしろ、メディアの、
誰にも思いつかなかった活用の仕方を学生が発見した
ら、この授業が本当に意味のあるものになると考える。
　6 年分の学生の作品は埋もれさせるのに忍びない力
作揃いである。今後はそれらの公開方法についても検
討していきたい。
